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 経済情報研究科・経済情報専攻修士課程

担　当　者

1年 2年

必修 選択 Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

理論経済研究A 講義 2 2 開講せず

理論経済研究B 講義 2 2 開講せず

経済システム研究A 講義 2 2 開講せず

経済システム研究B 講義 2 2 開講せず

公共経済研究A 講義 2 2 開講せず

公共経済研究B 講義 2 2 開講せず

環境経済研究A 講義 2 2 池本 廣希

環境経済研究B 講義 2 2 池本 廣希

産業組織研究A 講義 2 2 石原 敬子

産業組織研究B 講義 2 2 石原 敬子

国際経済研究A 講義 2 2 開講せず

国際経済研究B 講義 2 2 開講せず

国際関係研究A 講義 2 2 （斎藤 正寿）

国際関係研究B 講義 2 2 （斎藤 正寿）

地域経済研究A 講義 2 2 （田端 和彦）

地域経済研究B 講義 2 2 （田端 和彦）

地域政策研究A 講義 2 2 開講せず

地域政策研究B 講義 2 2 開講せず

社会政策研究A 講義 2 2 （河野 真）

社会政策研究B 講義 2 2 （河野 真）

証券市場研究A 講義 2 2 開講せず

証券市場研究B 講義 2 2 開講せず

商業史研究A 講義 2 2 開講せず

商業史研究B 講義 2 2 開講せず

特殊研究ⅠA 講義 2 2 開講せず

特殊研究ⅠB 講義 2 2 開講せず

経営学研究A 講義 2 2 竹川 宏子

経営学研究B 講義 2 2 竹川 宏子

財務分析研究A 講義 2 2 開講せず

財務分析研究B 講義 2 2 開講せず

制度会計研究A 講義 2 2 開講せず

制度会計研究B 講義 2 2 開講せず

税務会計研究A 講義 2 2 三宅 伸二

税務会計研究B 講義 2 2 三宅 伸二

税法研究A 講義 2 2 三宅 伸二

税法研究B 講義 2 2 三宅 伸二

マーケティング研究A 講義 2 2 開講せず

マーケティング研究B 講義 2 2 開講せず

地域計画研究A 講義 2 2 （田端 和彦）

地域計画研究B 講義 2 2 （田端 和彦）

地域行政研究A 講義 2 2 木下 準一郎

地域行政研究B 講義 2 2 木下 準一郎

企業経営事例研究(実習含) 講･演 2 2

特殊研究ⅡA 講義 2 2 開講せず

特殊研究ⅡB 講義 2 2 開講せず

単位数
学年配当（数字は週当り授業時間）

平成28年度入学者に係る教育課程表
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 経済情報研究科・経済情報専攻修士課程

担　当　者

1年 2年

必修 選択 Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

経営システム研究A 講義 　 2 2 開講せず

経営システム研究B 講義 　 2 2 開講せず

情報システム研究A 講義 　 2 2 榎木 浩

情報システム研究B 講義 　 2 2 榎木 浩

情報処理研究A 講義 　 2 2 高野 敦子

情報処理研究B 講義 　 2 2 高野 敦子

情報伝達研究A 講義 　 2 2 榎木 浩

情報伝達研究B 講義 　 2 2 榎木 浩

情報検索研究A 講義 　 2 2 穂積 隆広

情報検索研究B 講義 　 2 2 穂積 隆広

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ研究A 講義 　 2 2 （田中 正彦）

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ研究B 講義 　 2 2 （田中 正彦）

情報通信研究A 講義 　 2 2 堀池 聡

情報通信研究B 講義 　 2 2 堀池 聡

統計分析研究A 講義 　 2 2 開講せず

統計分析研究B 講義 　 2 2 開講せず

情報数学研究A 講義 　 2 2 開講せず

情報数学研究B 講義 　 2 2 開講せず

情報数理研究A 講義 　 2 2 開講せず

情報数理研究B 講義 　 2 2 開講せず

情報法学研究A 講義 　 2 2 開講せず

情報法学研究B 講義 　 2 2 開講せず

情報教育研究A 講義 　 2 2 森下 博

情報教育研究B 講義 　 2 2 森下 博

特殊研究ⅢA 講義 　 2 2 開講せず

特殊研究ⅢB 講義 　 2 2 開講せず

特別研究(論文指導) 演習 8  *参照

合　　　　計 8 138

* 三宅、池本、堀池、石原、穂積、榎木、竹川

授業
方法

平成28年度入学者に係る教育課程表

学年配当（数字は週当り授業時間）
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 経済情報研究科・経済情報専攻修士課程

担　当　者

1年 2年

必修 選択 Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

理論経済研究A 講義 2 2

理論経済研究B 講義 2 2

経済システム研究A 講義 2 2

経済システム研究B 講義 2 2

公共経済研究A 講義 2 2

公共経済研究B 講義 2 2

環境経済研究A 講義 2 2

環境経済研究B 講義 2 2

産業組織研究A 講義 2 2

産業組織研究B 講義 2 2

国際経済研究A 講義 2 2

国際経済研究B 講義 2 2

国際関係研究A 講義 2 2

国際関係研究B 講義 2 2

地域経済研究A 講義 2 2

地域経済研究B 講義 2 2

地域政策研究A 講義 2 2

地域政策研究B 講義 2 2

社会政策研究A 講義 2 2

社会政策研究B 講義 2 2

証券市場研究A 講義 2 2

証券市場研究B 講義 2 2

商業史研究A 講義 2 2

商業史研究B 講義 2 2

特殊研究ⅠA 講義 2 2

特殊研究ⅠB 講義 2 2

経営学研究A 講義 2 2

経営学研究B 講義 2 2

財務分析研究A 講義 2 2

財務分析研究B 講義 2 2

制度会計研究A 講義 2 2

制度会計研究B 講義 2 2

税務会計研究A 講義 2 2

税務会計研究B 講義 2 2

マーケティング研究A 講義 2 2

マーケティング研究B 講義 2 2

地域計画研究A 講義 2 2

地域計画研究B 講義 2 2

地域行政研究A 講義 2 2

地域行政研究B 講義 2 2

企業経営事例研究(実習含) 講･演 2 2 開講せず

特殊研究ⅡA 講義 2 2

特殊研究ⅡB 講義 2 2

学年配当（数字は週当り授業時間）

平成27年度入学者に係る教育課程表
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 経済情報研究科・経済情報専攻修士課程

担　当　者

1年 2年

必修 選択 Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

経営システム研究A 講義 　 2 2

経営システム研究B 講義 　 2 2

情報システム研究A 講義 　 2 2

情報システム研究B 講義 　 2 2

情報処理研究A 講義 　 2 2

情報処理研究B 講義 　 2 2

情報伝達研究A 講義 　 2 2

情報伝達研究B 講義 　 2 2

情報検索研究A 講義 　 2 2

情報検索研究B 講義 　 2 2

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ研究A 講義 　 2 2

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ研究B 講義 　 2 2

情報通信研究A 講義 　 2 2

情報通信研究B 講義 　 2 2

統計分析研究A 講義 　 2 2

統計分析研究B 講義 　 2 2

情報数学研究A 講義 　 2 2

情報数学研究B 講義 　 2 2

情報数理研究A 講義 　 2 2

情報数理研究B 講義 　 2 2

情報法学研究A 講義 　 2 2

情報法学研究B 講義 　 2 2

情報教育研究A 講義 　 2 2

情報教育研究B 講義 　 2 2

特殊研究ⅢA 講義 　 2 2

特殊研究ⅢB 講義 　 2 2

特別研究(論文指導) 演習 8  *参照

合　　　　計 8 138

* 三宅、池本、堀池、石原、穂積、榎木、竹川

平成27年度入学者に係る教育課程表

学年配当（数字は週当り授業時間）
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《１群（経済・金融・商業系科目）》

《授業の概要》 《テキスト》

《参考図書》

《授業の到達目標》

《授業時間外学習》

《成績評価の方法》

《備考》

《授業計画》

科目名 　環境経済研究Ａ

担当者氏名 　池本　廣希

授業方法 講義 単位・必選 2・選択 開講年次・開講期 1年・Ⅰ期

環境問題の所在と論点を講義し、環境経済の現代的意義を考
える。環境経済研究を深めていくために、西洋と東洋の自然
認識の違いを学修し、自らの自然認識を鍛える。

なし

池本廣希著『地産地消の経済学』新泉社, 2008年

①3，11東日本大震災以降の環境問題について深い洞察力を持
つこと。②自分なりの自然認識を鍛えること。③エネル
ギー・資源・環境問題についてあらかた自分の意見を持つこ
と。

気になる環境問題について調べる。

課題提出と発表　50％　　口頭試問　　50％

週 テーマ 学習内容など

1
ガイダンス 環境経済研究Ａの講義概要について

2
環境問題の所在Ⅰ ＶＴＲ　「地球環境白書」を観賞する。世界の環境問題の実情から環境問題の所在を

明らかにする。

3
環境問題の所在所在Ⅱ ＶＴＲ　「ＣＯ２を減らそう」を観賞する。地球温暖化対策について調べ、環境問題

と経済学の関連について考える。

4
環境問題の所在Ⅲ 3.11東日本大震災と環境問題から問題の所在、問題の切り口を考える。

5
環境経済研究Ⅰ 人類の歴史と環境問題

6
環境経済研究Ⅱ 人口問題と環境問題

7
環境経済研究Ⅲ 食料問題と環境問題

8
環境経済研究Ⅳ エネルギー問題と環境問題

9
環境経済研究Ⅴ 産業革命と環境問題

10
新しい環境経済学Ⅰ 経済学のあゆみとこれからの経済学

11
新しい環境経済学Ⅱ 競争の原理と共生の原理

12
新しい環境経済学Ⅲ 市場の失敗と共有地を持たない悲劇

13
新しい環境経済学Ⅳ 脱近代と脱原発について

14
新しい環境経済学Ⅴ 地域自治といなみ野ため池灌漑

15
まとめ 口頭試問

-6-



《１群（経済・金融・商業系科目）》

《授業の概要》 《テキスト》

《参考図書》

《授業の到達目標》

《授業時間外学習》

《成績評価の方法》

《備考》

《授業計画》

科目名 　環境経済研究Ｂ

担当者氏名 　池本　廣希

授業方法 講義 単位・必選 2・選択 開講年次・開講期 1年・Ⅱ期

環境経済論Aは、地球環境問題の入門と経済学のあゆみの関係
について学習した。環境経済論Bは、環境経済の基礎理論と日
本の経済と環境問題に力点をおいて学習する。特に、日本は
1960年代の高度経済成長期にエコノミックアニマルと非難さ
れ公害列島化し、そのツケがその後の日本経済に多大な影響
を及ぼした。「前向きの大敗走」ともいえる急成長の功罪を
説きながらわが国の環境と経済の問題について学習する。

なし

池本廣希著『地産地消の経済学』新泉社　2008年

①身近な地域の環境問題を意識し発見する。　②発見した地
域の環境問題を解決することによって、住みよい地域づくり
に参画する能力が鍛えられる。③日本経済論として、また地
域環境論として環境経済が生かせるようになる。

身近な環境問題とその対策について調査・学習し、その成果を
レポートする。

授業中の提出物　30％　試験　70％

週 テーマ 学習内容など

1
ガイダンス  環境経済論Aと環境経済論Bとの関係を解説する。

2
環境経済の基礎Ⅰ  市場経済について

3
環境経済の基礎Ⅱ  資本主義的市場経済について

4
環境経済の基礎Ⅲ  市場価格と生産価格について

5
環境経済の基礎Ⅳ  共有地（コモンズ）の悲劇について

6
環境経済の基礎Ⅴ  市場経済と環境経済について

7
日本経済と環境問題一  戦後復興経済と学校給食

8
日本経済と環境問題二  高度経済成長と環境問題①

9
日本経済と環境問題三  高度経済成長と環境問題②

10
日本経済と環境問題四  低成長経済と公害対策

11
日本経済と環境問題五  安定成長経済と円高と農産物輸入大国日本

12
日本経済と環境問題六  経済の国際化と地域の衰退

13
日本経済と環境問題七  地産地消の経済と地域の再生

14
現代文明と環境問題  地下資源型文明社会から地上資源型文明社会へ

15
まとめ
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《１群（経済・金融・商業系科目）》

《授業の概要》 《テキスト》

《参考図書》

《授業の到達目標》

《授業時間外学習》

《成績評価の方法》

《備考》

《授業計画》

科目名 　産業組織研究Ａ

担当者氏名 　石原　敬子

授業方法 講義 単位・必選 2・選択 開講年次・開講期 1年・Ⅰ期

産業組織論は、現実の諸産業を研究対象とする経済学の一領
域であり、ここでの研究成果は現実の競争政策や規制改革の
理論的基礎を提供している。
この授業では、テキストを輪読しながら、競争政策に関わる
諸問題(独占問題、カルテル・談合の弊害、M&Aの経済効果な
ど)について理論的に考察するとともに、現実の競争政策の動
向についてもとりあげ勉強する。

小田切宏之著『競争政策論　独占禁止法事例とともに学ぶ産業
組織論』日本評論社、2008年。

R.ピトフスキー著/石原敬子・宮田由紀夫訳『アメリカ反トラ
スト政策論　シカゴ学派をめぐる論争』晃洋書房,2010年。
W.ボーモル著/足立英之監訳『自由市場とイノベーション』勁
草書房,2010年。
その他、授業時に適宜紹介する。

競争政策や規制改革など、現実産業に対する政策のあり方に
ついて分析するための専門知識・理論を身につける。

・あらかじめ次の授業で勉強する内容を伝えるので、テキスト
の該当箇所を熟読しておくこと。
・経済理論に関する学習は、積み重ねが重要である。授業で学
んだ内容についてはしっかりと復習しておくこと。

授業への参加の姿勢、授業時に行う報告、学期末のレポート
をもって行う。（評価の割合は、授業態度30％、報告内容
20％、レポート50％）
なお、出席率が70％に満たない場合、報告を行わなかった場
合には、単位を与えないので注意すること。

授業では、報告者を割り当て、報告内容に基づいて種々議論し
ながら理解を深めていく。授業計画は下記のとおりであるが、
状況に応じて、受講者と相談のうえ、変更する場合がある。

週 テーマ 学習内容など

1
授業の概要 この授業でどのようなことを学ぶのかを確認する。

2
市場経済における競争の
役割

競争の意義、競争の経済効果について考察する。

3
産業組織論の分析枠組 産業組織論の基礎理論、諸概念について学ぶ。

4
競争政策とは 競争政策の目的、概要、産業組織論とのかかわりについて学ぶ。

5
カルテル・談合 カルテル・談合に関する問題を、経済理論に基づいて考察する。

6
参入の経済効果 コンテスタブル市場理論を取り上げ、参入の経済効果について考察する。

参入阻止戦略についても考察する。

7
市場独占 独占に関する問題を、経済理論に基づいて考察する。

8
合併・買収 合併・買収に関する問題を、経済理論に基づいて考察する。

9
垂直的取引制限 垂直的取引制限に関する問題を、経済理論に基づいて考察する。

10
廉価販売 不当廉売、略奪的価格設定に関する問題を、経済理論に基づいて考察する。

11
優越的地位の濫用 優越的地位の濫用に関する問題について考察する。

12
イノベーションと知的財
産権

技術革新と競争の役割、知的財産権と競争政策をめぐる問題について考察する。

13
公益事業における競争 公益事業と規制に関わる問題、競争の経済効果について考察する。

14
レポートの内容について
の中間報告

各自が取り組んでいる学期末のレポートについて報告し、議論する。

15
レポートの内容について
の報告

各自が作成したレポートの内容を報告する。
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《１群（経済・金融・商業系科目）》

《授業の概要》 《テキスト》

《参考図書》

《授業の到達目標》

《授業時間外学習》

《成績評価の方法》

《備考》

《授業計画》

科目名 　産業組織研究Ｂ

担当者氏名 　石原　敬子

授業方法 講義 単位・必選 2・選択 開講年次・開講期 1年・Ⅱ期

競争政策は今日、自由主義経済体制において根本的に重要な
経済政策と位置づけられている。この授業では、競争政策の
理論的根拠について勉強するとともに、アメリカの反トラス
ト政策、日本の独占禁止政策をとりあげ、現実の独占問題や
合併規制、カルテル規制をめぐる問題などを検討し、競争政
策の方向性について考察する。

受講者と相談のうえ決定する。

岡田羊祐他編『独禁法の経済学』東京大学出版会,2009年。
後藤晃他編『日本の競争政策』東京大学出版会,1999年。
滝川敏明著『日米EUの独禁法と競争政策(第4版)』青林書
院,2010年。
石原敬子著『競争政策の原理と現実』晃洋書房,1997年。
その他、授業時に適宜紹介する。・競争政策の意義について理解し、現実問題について深く考

察するための専門知識を身につける。
・現実の競争政策の動向、政策施行に伴う問題について、経
済理論に基づいて考察できるようになる。

あらかじめ次の授業で勉強する内容を伝えるので、テキストの
該当箇所を熟読しておくこと。
毎回の授業内容についてテキストをもう一度読み返してしっか
りと復習すること。さらに、参考文献を用いて理解を深めるよ
うに努めよう。

授業への参加の姿勢、授業時の報告内容、学期末のレポート
をもって行う。（評価の割合は、授業態度30％、報告内容
20％、レポート50％とする）
なお、出席率が70％に満たない場合、報告を行わなかった場
合には、単位を与えないので注意すること。

授業では、毎時間報告者を割り当て、報告内容に基づいて議論
しながら理解を深める。使用するテキストによっては、下記の
授業計画を若干変更する場合がある。

週 テーマ 学習内容など

1
授業の概要 この授業でどのようなことを学ぶのかを確認する。

2
競争政策の原理に関する
考察(1)

ハーバード学派の政策論について考察する。

3
競争政策の原理に関する
考察(2)

シカゴ学派の政策論について考察する。

4
競争政策の原理に関する
考察(3)

ポストシカゴ学派の政策論について考察する。

5
競争政策の原理に関する
考察(4)

取引費用理論と競争政策について考察する。

6
独占問題に対する政策(1) 独占問題の所在、支配的企業の企業戦略と競争政策上の問題について考察する。

7
独占問題に対する政策(2) ボトルネック型独占について考察する。

8
合併規制(1) 合併分析について検討する。

9
合併規制(2) 具体的な合併問題について考察する。

10
カルテル規制(1) カルテル・談合に関する経済分析について考察する。

11
カルテル規制(2) カルテル・談合に対する現実政策について考察する。

12
日米の競争政策の比較(1) 日本の独禁政策とアメリカ反トラスト政策の歩みについて考察する。

13
日米の競争政策の比較(2) 日本の独禁政策とアメリカ反トラスト政策の違いについて考察する。

14
レポートの内容に関する
中間報告

各自が取り組んでいるレポートの内容について報告し、議論する。

15
レポートの内容に関する
報告

各自が作成したレポートの内容について報告する。
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《１群（経済・金融・商業系科目）》

《授業の概要》 《テキスト》

《参考図書》

《授業の到達目標》

《授業時間外学習》

《成績評価の方法》

《備考》

《授業計画》

科目名 　国際関係研究Ａ

担当者氏名 　斎藤　正寿

授業方法 講義 単位・必選 2・選択 開講年次・開講期 1年・Ⅰ期

経済系の研究を志向される院生諸君に、経済と政治の密接な
関係、とりわけ近代主権国家をプレイヤーとする国民経済を
めぐるロー・ポリティクスについての明快な視野を得ていた
だくために、本演習を開講します。国際関係論においてこの
分野をカヴァーする領域を国際政治経済学（International
Political Economy )と呼びます。この国際政治経済学の「古
典」をじっくりと読んでいきたいと思います。

Robert Gilpin, 1987. The Political Economy of
International Relations

演習の中で適宜紹介します。

○政治経済学の基本的な考え方が修得できる。

毎週、一定量の英語論文を読んで理解した上で、演習に参加す
る必要があります。

毎演習の中での報告内容（70％）とレポート（30％）によっ
て評価をします。

演習に参加するのに特別な国際関係論の知識は必要ありませ
ん。しかしテキストは英語ですので、英語が全くダメという方
には向かない演習です。

週 テーマ 学習内容など

1
国際政治学の基本の修得 Robert Gilpin, 1987. The Political Economy of International Relationsの輪読

2
国際政治学の基本の修得 Robert Gilpin, 1987. The Political Economy of International Relationsの輪読

3
国際政治学の基本の修得 Robert Gilpin, 1987. The Political Economy of International Relations の輪読

4
国際政治学の基本の修得 Robert Gilpin, 1987. The Political Economy of International Relations の輪読

5
国際政治学の基本の修得 Robert Gilpin, 1987. The Political Economy of International Relations の輪読

6
国際政治学の基本の修得 Robert Gilpin, 1987. The Political Economy of International Relations の輪読

7
国際政治学の基本の修得 Robert Gilpin, 1987. The Political Economy of International Relations の輪読

8
国際政治学の基本の修得 Robert Gilpin, 1987. The Political Economy of International Relations の輪読

9
国際政治学の基本の修得 Robert Gilpin, 1987. The Political Economy of International Relations の輪読

10
国際政治学の基本の修得 Robert Gilpin, 1987. The Political Economy of International Relations の輪読

11
国際政治学の基本の修得 Robert Gilpin, 1987. The Political Economy of International Relations の輪読

12
国際政治学の基本の修得 Robert Gilpin, 1987. The Political Economy of International Relations の輪読

13
国際政治学の基本の修得 Robert Gilpin, 1987. The Political Economy of International Relations の輪読

14
国際政治学の基本の修得 Robert Gilpin, 1987. The Political Economy of International Relations の輪読

15
国際政治学の基本の修得 Robert Gilpin, 1987. The Political Economy of International Relationsの 輪読
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《１群（経済・金融・商業系科目）》

《授業の概要》 《テキスト》

《参考図書》

《授業の到達目標》

《授業時間外学習》

《成績評価の方法》

《備考》

《授業計画》

科目名 　国際関係研究Ｂ

担当者氏名 　斎藤　正寿

授業方法 講義 単位・必選 2・選択 開講年次・開講期 1年・Ⅱ期

　基本的には先学期の国際関係研究Aの方針を承けて、国際経
済と国際政治の密接な関係に注目していきますが、先学期よ
り少しだけ政治の方向へ力点を移動して、近代主権国家の来
し方行く末を院生諸君と一緒に考えていきたいと思います。
さしあたり、国家論の教科書を輪読しながら議論を進めてい
きます。

Christopher Pierson, 1996. The Modern State

演習の中で適宜紹介します。

○国家をめぐる政治学的な基本的議論を修得できる。

毎週、一定量の英語論文を読んで理解した上で、演習に参加す
る必要があります。

毎演習の中での報告内容（70％）とレポート（30％）によっ
て評価をします。

演習に参加するのに特別な国際関係論の知識は必要ありませ
ん。しかしテキストは英語ですので、英語が全くダメという方
には向かない演習です。

週 テーマ 学習内容など

1
近代国家論の基本の修得 Christopher Pierson, 1996. The Modern State の輪読

2
近代国家論の基本の修得 Christopher Pierson, 1996. The Modern State の輪読

3
近代国家論の基本の修得 Christopher Pierson, 1996. The Modern State の輪読

4
近代国家論の基本の修得 Christopher Pierson, 1996. The Modern State の輪読

5
近代国家論の基本の修得 Christopher Pierson, 1996. The Modern State の輪読

6
近代国家論の基本の修得 Christopher Pierson, 1996. The Modern State の輪読

7
近代国家論の基本の修得 Christopher Pierson, 1996. The Modern State の輪読

8
近代国家論の基本の修得 Christopher Pierson, 1996. The Modern State の輪読

9
近代国家論の基本の修得 Christopher Pierson, 1996. The Modern State の輪読

10
近代国家論の基本の修得 Christopher Pierson, 1996. The Modern State の輪読

11
近代国家論の基本の修得 Christopher Pierson, 1996. The Modern State の輪読

12
近代国家論の基本の修得 Christopher Pierson, 1996. The Modern State の輪読

13
近代国家論の基本の修得 Christopher Pierson, 1996. The Modern State の輪読

14
近代国家論の基本の修得 Christopher Pierson, 1996. The Modern State の輪読

15
近代国家論の基本の修得 Christopher Pierson, 1996. The Modern State の輪読
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《１群（経済・金融・商業系科目）》

《授業の概要》 《テキスト》

《参考図書》

《授業の到達目標》

《授業時間外学習》

《成績評価の方法》

《備考》

《授業計画》

科目名 　地域経済研究Ａ

担当者氏名 　田端　和彦

授業方法 講義 単位・必選 2・選択 開講年次・開講期 1年・Ⅰ期

地域の競争力をテーマとして、競争力や産業に関する各種の
文献を輪読し、その知識を深める。

授業内で指定する。

R.Martin,etalRegional Competitiveness"routledge、マイケ
ル・E. ポーター、 竹内 弘高訳『競争戦略論〈1〉〈2〉』ダ
イヤモンド社"

地域経済の要となる地域の競争力を形成する産業構造や産業
支援機関、産業政策など競争力に関する理論や考え方を理解
する。

指定されたテキストを事前に読み、レジュメを作成し、報告の
準備を行う。

レポート及び、授業への参加状況。

履修する学生の人数等により授業計画については変更がある。

週 テーマ 学習内容など

1
論文、図書の選定 テーマに関する図書、論文を示し、輪読の順番など進め方を決める。

2
論文、図書の輪読 順次、与えられた論文を読み報告を行う。

3
論文、図書の輪読 順次、与えられた論文を読み報告を行う。

4
論文、図書の輪読 順次、与えられた論文を読み報告を行う。

5
論文、図書の輪読 順次、与えられた論文を読み報告を行う。

6
論文、図書の輪読 順次、与えられた論文を読み報告を行う。

7
論文、図書の輪読 順次、与えられた論文を読み報告を行う。

8
論文、図書の輪読 順次、与えられた論文を読み報告を行う。

9
論文、図書の輪読 順次、与えられた論文を読み報告を行う。

10
論文、図書の輪読 順次、与えられた論文を読み報告を行う。

11
論文、図書の輪読 順次、与えられた論文を読み報告を行う。

12
論文、図書の輪読 順次、与えられた論文を読み報告を行う。

13
論文、図書の輪読 順次、与えられた論文を読み報告を行う。

14
論文、図書の輪読 順次、与えられた論文を読み報告を行う。

15
まとめ 課題のまとめレポートの作成。
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《１群（経済・金融・商業系科目）》

《授業の概要》 《テキスト》

《参考図書》

《授業の到達目標》

《授業時間外学習》

《成績評価の方法》

《備考》

《授業計画》

科目名 　地域経済研究Ｂ

担当者氏名 　田端　和彦

授業方法 講義 単位・必選 2・選択 開講年次・開講期 1年・Ⅱ期

Marion Temple著Regional Economicsを輪読し地域経済の理論
的基盤を理解する。

H.Temple,"Regional Economics",Mackays of Chatman

授業内で指示をする。

地理的な状況などを踏まえ、欧州における地域経済の特徴や
その分析の方法などの理解を高める。

与えられた部分を事前に読み、レジュメを作成し、また質問等
に答えるように準備をする。

レポート及び、授業への参加状況。

履修する学生の人数等により授業計画については変更がある。

週 テーマ 学習内容など

1
ガイダンス 輪読の順番を決めるなど、授業の進め方を解説。

2
図書の輪読 Introduction を読み報告をする。

3
図書の輪読 The Region and Regional Economics　を読み報告をする。

4
図書の輪読 引き続き、The Region and Regional Economics　を読み報告をする。

5
図書の輪読 引き続き、The Region and Regional Economics　を読み報告をする。

6
図書の輪読 引き続き、The Region and Regional Economics　を読み報告をする。

7
図書の輪読 Capital, labour and Land in Region を読み報告をする。

8
図書の輪読 引き続き、Capital, labour and Land in Region を読み報告をする。

9
図書の輪読 引き続き、Capital, labour and Land in Region を読み報告をする。

10
図書の輪読 引き続き、Capital, labour and Land in Region を読み報告をする。

11
図書の輪読 引き続き、Capital, labour and Land in Region を読み報告をする。

12
図書の輪読 The Region in the National Economy を読み報告をする。

13
図書の輪読 引き続き、The Region in the National Economy を読み報告をする。

14
図書の輪読 引き続き、The Region in the National Economy を読み報告をする。

15
まとめ まとめのレポート作成。
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《１群（経済・金融・商業系科目）》

《授業の概要》 《テキスト》

《参考図書》

《授業の到達目標》

《授業時間外学習》

《成績評価の方法》

《備考》

《授業計画》

科目名 　社会政策研究Ａ

担当者氏名 　河野　真

授業方法 講義 単位・必選 2・選択 開講年次・開講期 1年・Ⅰ期

社会政策は，国民生活の安定と向上を目指し，新たな社会問
題の出現とともに，守備範囲を拡大してきた。本講では社会
政策を福祉国家政策として捉え，その構造的特質や制度発展
の社会・経済・社会的背景，さらには福祉多元化に代表され
る福祉国家政策の今日的動向を国際比較の視点から考察す
る。社会政策研究Aでは，福祉国家のアウトカム分析に関する
諸理論の解説が中心課題となる。

テキストは使用しない。

初回講義時に文献目録を配布する。

代表的な福祉国家理論，政治学理論，福祉多元主義理論の概
要を把握する。
福祉国家のアウトカム分析の基礎的な手法と類型分類の知識
を身につける。

限られた時間で，広範な知識を身につけなければならない。課
題レポート作成を通じた予習が単位取得の必須の要件となる。
講義受講に先立ち，参考資料・参考文献は必ず熟読しておくこ
と。

期末のレポートおよびプレゼンテーション70％，達成度30％
（レポート課題により評価する)

従来日本では経済的繁栄を追うあまり，社会政策の改善はなお
ざりにされてきたが，そうした政策運営には見直しが迫られて
いる。社会の現状に問題意識を持つ院生の受講を歓迎する。

週 テーマ 学習内容など

1
オリエンテーション 講義の課題と対象

2
福祉国家論（福祉国家分
析アプローチ1）

産業化理論

3
福祉国家論（福祉国家分
析アプローチ2）

権力資源論

4
福祉国家論（福祉国家分
析アプローチ3）

コーポラティズム

5
福祉国家論（福祉国家分
析アプローチ4）

福祉レジーム論１

6
福祉国家論（福祉国家分
析アプローチ5）

福祉レジーム論２

7
福祉国家論（福祉国家分
析アプローチ6）

福祉レジーム論３

8
福祉国家論（福祉国家分
析アプローチ7）

国家論と政治過程分析アプローチ1

9
福祉国家論（福祉国家分
析アプローチ8）

国家論と政治過程分析アプローチ2

10
福祉国家論（福祉国家分
析アプローチ9）

ウェルフェアミックス・アプローチ1

11
福祉国家論（福祉国家分
析アプローチ10）

ウェルフェアミックス・アプローチ2

12
新しい接近方法１ クオリティオブライフ（QOL）アプローチ

13
新しい接近方法２ ソーシャルクオリティ（SQ）アプローチ１

14
新しい接近方法３ ソーシャルクオリティ（SQ）アプローチ２

15
まとめ 研究のまとめとプレゼンテーション
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《１群（経済・金融・商業系科目）》

《授業の概要》 《テキスト》

《参考図書》

《授業の到達目標》

《授業時間外学習》

《成績評価の方法》

《備考》

《授業計画》

科目名 　社会政策研究Ｂ

担当者氏名 　河野　真

授業方法 講義 単位・必選 2・選択 開講年次・開講期 1年・Ⅱ期

本講では社会政策を福祉国家政策として捉え，その構造的特
質や制度発展の社会・経済・社会的背景，さらには福祉多元
化に代表される福祉国家政策の今日的動向を国際比較の視点
から考察する。社会政策研究Bでは，福祉国家政策の趨勢，日
本型福祉システムの特徴，福祉国家制度形成要因分析に関す
る諸理論の解説が中心課題となる。

テキストは使用しない。

初回講義時に文献目録を配布する。

福祉国家政策の趨勢について理解する。
日本型福祉システムの特徴を把握する。
福祉国家制度の形成要因を分析する手法を身につける。

限られた時間で，広範な知識を身につけなければならない。課
題レポート作成を通じた予習が単位取得の必須の要件となる。
講義受講に先立ち，参考資料・参考文献は必ず熟読しておくこ
と。

期末のレポートおよびプレゼンテーション70％，達成度30％
（レポート課題により評価する)

従来日本では経済的繁栄を追うあまり，社会政策の改善はなお
ざりにされてきたが，そうした政策運営には見直しが迫られて
いる。社会の現状に問題意識を持つ院生の受講を歓迎する。

週 テーマ 学習内容など

1
オリエンテーション 講義の課題と対象

2
福祉国家制度改革 諸外国における福祉改革の趨勢・背景

3
比較福祉国家分析１ 古典的手法を用いた比較分析

4
比較福祉国家分析２ 現代的手法を用いた比較分析

5
日本型福祉国家１ 日本型福祉システムの特徴1

6
日本型福祉国家２ 日本型福祉システムの特徴2

7
日本型福祉国家３ 日本型福祉システムの特徴3

8
福祉制度形成要因分析1 経済的要因１

9
福祉制度形成要因分析2 経済的要因２

10
福祉制度形成要因分析3 社会文化的要因１

11
福祉制度形成要因分析4 社会文化的要因２

12
福祉制度形成要因分析5 政治的要因1

13
福祉制度形成要因分析6 政治的要因2

14
福祉制度形成要因分析7 政治的要因3

15
まとめ 研究のまとめとプレゼンテーション
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《２群（経営・会計系科目）》

《授業の概要》 《テキスト》

《参考図書》

《授業の到達目標》

《授業時間外学習》

《成績評価の方法》

《備考》

《授業計画》

科目名 　経営学研究Ａ

担当者氏名 　竹川　宏子

授業方法 講義 単位・必選 2・選択 開講年次・開講期 1年・Ⅰ期

　激しい企業環境の変化の中で企業を存続させ，成長させて
いくためには企業戦略が不可欠である。この講義では基礎的
な経営学の知識を踏まえ，特に事業戦略に焦点を当ててい
く。
　テキストの輪読やディスカッションを通じて，現代社会に
おける具体的な現象を経営学的視点から捉える力を養う。戦
略の理論については必要に応じて講義の中で取り上げていき
たい。

宮崎正也（2011）『コア・テキスト事業戦略』新世社

グロービス・マネジメント・インスティテュート編（1999）
『ＭＢＡ経営戦略』ダイヤモンド社

○実際の社会で観察される様々な企業行動を理解するために
必要な経営学の基礎理論を説明できる。
○経営戦略の基礎的な理論を理解し，これからの企業のあり
方や企業社会について自ら考える力を養うことができる。

（１）予習は，テキストのまとめ作成（該当箇所は、第１回目
の授業時に提示する）。
（２）復習は，授業中にディスカッションする中で生じた疑問
や問題点などを調べること。

（１）平常点（テキストのまとめ作成と報告）を40％（２）
レポート作成を10％（３）授業時間内において行う持ち込み
不可の確認テスト50％として評価する。 連絡用のメールアドレスは，第１回講義の際に伝える。

この講義を受講するに際しては，経営学の基礎的な知識が必要
である。

週 テーマ 学習内容など

1
経営戦略と事業戦略 授業の概要説明と進め方

経営学，経営戦略，事業戦略を学ぶ意義について理解する

2
事業戦略の考え方 事業戦略の役割について理解する

3
差別化戦略 他社との違いを生み出す戦略について理解する

4
低コスト戦略 低コスト戦略の狙いと実現方法について理解する

5
専門性を高める戦略 戦略類型から専門性を高める戦略の位置づけを理解する

6
顧客ニーズと戦略 顧客の類型化とターゲティングについて理解する

7
事例研究 企業活動の実際について事例研究を行い，レポートを作成する

8
製品と戦略 製品ライフサイクルについて理解する

9
業界標準と製品戦略 業界標準の種類について理解し，戦略に与える影響について理解する

10
新製品戦略 イノベーション，新製品開発について理解する

11
事業範囲と戦略 自社の業務範囲を決定する必要性と意味について理解する

12
知的財産戦略 特許権、著作権など知的財産と戦略との関係について理解する

13
競争優位の構築 競争優位の源泉および競争優位持続のための戦略について理解する

14
事業環境分析 企業の環境分析およびＭ．ポーターの５つの競争要因について理解する

15
学習のまとめ 学習内容のふり返りと確認（試験）
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《２群（経営・会計系科目）》

《授業の概要》 《テキスト》

《参考図書》

《授業の到達目標》

《授業時間外学習》

《成績評価の方法》

《備考》

《授業計画》

科目名 　経営学研究Ｂ

担当者氏名 　竹川　宏子

授業方法 講義 単位・必選 2・選択 開講年次・開講期 1年・Ⅱ期

　多くの企業にとって経営のグローバル化は避けて通れない
流れである。現代社会における企業経営を理解するために，
この講義では国際経営を中心的課題として扱う。
　内容としては，経営管理論と組織論を基礎に置きながら多
国籍企業（グローバル企業）に関する議論の流れを理解し，
国際経営戦略およびマネジメントの基本的理解を深める。

池田芳彦，茂垣広志，根本孝編著(2001)『国際経営を学ぶ人の
ために』世界思想社

安室憲一 編著(2007)『新グローバル経営論』白桃書房

○国際経営の基礎的な理論を理解することができる。
○多国籍企業の行動について理論的に考える力を養うことが
できる。

（１）予習は，テキストのまとめ作成（該当箇所は、第１回目
の授業時に提示する）。
（２）復習は，授業中にディスカッションする中で生じた疑問
や問題点などを調べること。

（１）平常点（テキストのまとめ作成と報告）を40％（２）
レポート作成を10％（３）授業時間内において行う持ち込み
不可の確認テスト50％として評価する。 連絡用のメールアドレスは第１回講義の際に伝える。

この講義を受講するに際しては，経営学の基礎的な知識が必要
である。

週 テーマ 学習内容など

1
経営学と国際経営 授業概要の説明と進め方

経営学とは何か，国際経営論を学ぶ意義について学ぶ

2
グローカリゼーションと
国際経営

グローカリゼーションと国際経営の意味について理解する

3
企業の国際化理論① 国際化プロセス，事業展開のパターンについて理解する

4
企業の国際化理論② バーノンモデル，ＥＰＲＧモデルについて理解する

5
企業の国際化理論③ 内部化理論と折衷理論について理解する

6
国際経営における研究開
発

企業の研究開発について理解する

7
国際提携戦略 多国籍企業の提携戦略について理解する

8
事例研究 企業活動の実際について事例研究を行い，レポートを作成する

9
国際マーケティング戦略 多国籍企業のマーケティング戦略について理解する

10
国際調達・生産戦略 多国籍企業の生産戦略を中心に国際調達について理解する

11
国際経営と企業文化 国際化と企業文化の関係について理解する

12
国際人事管理 多国籍企業の国際人事戦略について理解する

13
国際人材開発 多国籍企業の国際人材開発戦略について理解する

14
日本的経営の経営移転 日本型経営のグローバリゼーションについて理解する

15
学習のまとめ 学習内容のふり返りと確認（試験）

-17-



《２群（経営・会計系科目）》

《授業の概要》 《テキスト》

《参考図書》

《授業の到達目標》

《授業時間外学習》

《成績評価の方法》

《備考》

《授業計画》

科目名 　地域計画研究Ａ

担当者氏名 　田端　和彦

授業方法 講義 単位・必選 2・選択 開講年次・開講期 1年・Ⅰ期

国土の均衡ある発展を目指した地域開発や国土開発計画の概
要についての内容をもった山崎朗氏の著作、及び明治以来の
インフラ整備が土木国家の思想の背景にあり、その歪みを指
摘した本間義人氏の著作を輪読する。

山崎朗「日本の国土計画と地域開発」東洋経済新報社
本間義人「土木国家の思想」日本経済評論社

授業内で指示をする。

地域開発計画の概要とその背景にある課題や考え方を分析
的、批判的に学ぶ。

与えられた部分を事前に読み、レジュメを作成し、また質問等
に答えるように準備をする。

レポート及び、授業への参加状況。

週 テーマ 学習内容など

1
ガイダンス 輪読の順番を決めるなど、授業の進め方を解説。

2
図書の輪読 「日本の国土計画と地域開発」第1章　空間克服と経済発展、第2章　地域間格差の③

携帯と国土政策を読み報告を行う。

3
図書の輪読 「日本の国土計画と地域開発」第3章　戦前の国土計画　第4章　東京一極集中と国土

計画を読み報告を行う。

4
図書の輪読 「日本の国土計画と地域開発」第5章　グローバル最適生産と立地政策、第6章　広域

交流圏の形成と国土計画を読み報告を行う。

5
図書の輪読 「日本の国土計画と地域開発」第7章　九州の国際化の展開、第8章　空港港湾整備と

国土計画を読み報告を行う。

6
図書の輪読 「日本の国土計画と地域開発」第9章　戦後国土計画の展開Ⅰ、第10章　戦後国土計画

の展開Ⅱを読み報告を行う。

7
グループディスカッショ
ン

「日本の国土計画と地域開発」の内容を踏まえてグループディスカッションにより課
題を抽出する。

8
図書の輪読 「土木国家の思想」第1章　土木国家の原点を読み報告を行う。

9
図書の輪読 「土木国家の思想」第2章　都市計画の政府間関係を読み報告を行う。

10
図書の輪読 「土木国家の思想」第3章　社会政策としての住宅政策を読み報告を行う。

11
図書の輪読 「土木国家の思想」第4章　全総計画と列島改造論を読み報告を行う。

12
図書の輪読 「土木国家の思想」第5章　宮崎・公共デベロッパー論と大震災を読み報告を行う。

13
図書の輪読 「土木国家の思想」終章　もう一つの都市論と行政改革を読み報告を行う。

14
グループディスカッショ
ン

「土木国家の思想」の内容を踏まえてグループディスカッションにより課題を抽出す
る。

15
まとめ まとめのレポート作成。
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《２群（経営・会計系科目）》

《授業の概要》 《テキスト》

《参考図書》

《授業の到達目標》

《授業時間外学習》

《成績評価の方法》

《備考》

《授業計画》

科目名 　地域計画研究Ｂ

担当者氏名 　田端　和彦

授業方法 講義 単位・必選 2・選択 開講年次・開講期 1年・Ⅱ期

地域計画に必要な手法である空間分析について学ぶ。なお実
際に、メッシュデータを用いての演習を行う。

田中和子『都市空間分析』古今書院

授業内で指示する。

地域での経済を考える上での空間分析の意義や分析手法など
を含む、空間分析について理解する。

与えられた部分を事前に読み、レジュメを作成し、また質問等
に答えるように準備をする。

レポート及び、授業への参加状況。

履修する学生の人数等により授業計画については変更がある。

週 テーマ 学習内容など

1
ガイダンス 輪読の順番を決めるなど、授業の進め方を解説。

2
図書の輪読 第Ⅰ編　都市構造の静態的空間分析を読み報告を行う。

3
図書の輪読 引き続き、第Ⅰ編　都市構造の静態的空間分析を読み報告を行う。

4
図書の輪読 引き続き、第Ⅰ編　都市構造の静態的空間分析を読み報告を行う。

5
図書の輪読 引き続き、第Ⅰ編　都市構造の静態的空間分析を読み報告を行う。

6
演習 静態的分析の内容を踏まえ、データを用いてパソコンで演習を行う。

7
図書の輪読 第Ⅱ編　都市内の動的現象に関する空間分析を読み報告を行う。

8
図書の輪読 引き続き、第Ⅱ編　都市内の動的現象に関する空間分析を読み報告を行う。

9
図書の輪読 引き続き、第Ⅱ編　都市内の動的現象に関する空間分析を読み報告を行う。

10
演習 動態的分析の内容を踏まえ、データを用いてパソコンで演習を行う。

11
図書の輪読 第Ⅲ編　住居移動と都市空間を読み報告を行う。

12
図書の輪読 引き続き、第Ⅲ編　住居移動と都市空間を読み報告を行う。

13
図書の輪読 引き続き、第Ⅲ編　住居移動と都市空間を読み報告を行う。

14
図書の輪読 付論　空間分析と空間論を読み報告を行う。

15
まとめ まとめのレポート作成。
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《３群（情報・数理系科目）》

《授業の概要》 《テキスト》

《参考図書》

《授業の到達目標》

《授業時間外学習》

《成績評価の方法》

《備考》

《授業計画》

科目名 　情報システム研究Ａ

担当者氏名 　榎木　浩

授業方法 講義 単位・必選 2・選択 開講年次・開講期 1年・Ⅰ期

人間とコンピュータが深くかかわる情報システムがいかに重
要かは、システムが障害を起こしたり利用できなくなったり
する度に強く認識させられる。また、社会生活のクリティカ
ルな部分を担えば担うほど、その安全性・信頼性・頑強性が
強く求められる。本講義では、情報システムの開発と運用に
おいて、システムの信頼性を導く開発手法ならびに運用方法
を学び、情報システムにとって何が重要かを明らかにする。

適宜、プリント等を配布する。

参考文献は輪読を進めながら紹介する。

・情報システムの信頼性向上に関する文献が読める
・情報システムにとって重要なことに関するレポートが書け
る

文献に対する課題を実施すること。

平常の報告内容(50%)と最終レポート(50%)

週 テーマ 学習内容など

1
オリエンテーション オリエンテーション、情報システムの重要性を障害事例をもとに説明

2
文献輪講 文献(1)の輪読

3
文献輪講 文献(1)の課題報告

4
文献輪講 文献(2)の輪読

5
文献輪講 文献(2)の課題報告

6
文献輪講 文献(3)の輪読

7
文献輪講 文献(3)の課題報告

8
文献輪講 文献(4)の輪読

9
文献輪講 文献(4)の課題報告

10
文献輪講 文献(5)の輪読

11
文献輪講 文献(5)の課題報告

12
文献輪講 文献(6)の輪読

13
文献輪講 文献(6)の課題報告

14
報告 最終レポートの報告と質疑応答

15
報告 最終レポートの報告と質疑応答
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《３群（情報・数理系科目）》

《授業の概要》 《テキスト》

《参考図書》

《授業の到達目標》

《授業時間外学習》

《成績評価の方法》

《備考》

《授業計画》

科目名 　情報システム研究Ｂ

担当者氏名 　榎木　浩

授業方法 講義 単位・必選 2・選択 開講年次・開講期 1年・Ⅱ期

防災・減災の観点から、災害に強い、あるいは災害時にでも
最低限の情報伝達が可能となる情報システムを設計、運用す
る手法を明らかにする。特に、災害時に通信が途絶えても、
情報の発信、収集、蓄積、管理等、情報の伝達と処理が可能
で、かつそれらの情報を効果的に共有できるような情報シス
テムの仕組みを明らかにする。

適宜、プリント等を配布する。

参考文献は輪読を進めながら紹介する。

・防災／減災のための情報システムに関する文献が読める
・防災／減災のための情報システムで重要なことに関するレ
ポートが書ける

文献に対する課題を実施すること。

平常の報告内容(50%)と最終レポート(50%)

週 テーマ 学習内容など

1
オリエンテーション オリエンテーション、防災／減災のための情報システムの説明、事例紹介。

2
文献輪講 文献(1)の輪読

3
文献輪講 文献(1)の課題報告

4
文献輪講 文献(2)の輪読

5
文献輪講 文献(2)の課題報告

6
文献輪講 文献(3)の輪読

7
文献輪講 文献(3)の課題報告

8
文献輪講 文献(4)の輪読

9
文献輪講 文献(4)の課題報告

10
文献輪講 文献(5)の輪読

11
文献輪講 文献(5)の課題報告

12
文献輪講 文献(6)の輪読

13
文献輪講 文献(6)の課題報告

14
報告 最終レポートの報告と質疑応答

15
報告 最終レポートの報告と質疑応答
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《３群（情報・数理系科目）》

《授業の概要》 《テキスト》

《参考図書》

《授業の到達目標》

《授業時間外学習》

《成績評価の方法》

《備考》

《授業計画》

科目名 　情報処理研究Ａ

担当者氏名 　高野　敦子

授業方法 講義 単位・必選 2・選択 開講年次・開講期 1年・Ⅰ期

インターネット上の情報を価値化・知識化する技術に関して
できる限り新しい動向を紹介します。さらに，簡単なスクリ
プト言語を用いた実習によって理解を深めます。

特に用いません。

適宜紹介します。

インターネット上では，今まで情報を発信してきた企業や専
門家に加えて，Blogや掲示板を使って一般消費者によって発
せられた情報に重要性にも注目が集まっています。このよう
な情報をより有効に利用するために重要になるのは，情報を
収集・抽出する技術，分析・評価する技術、そして実社会に
おいて活用する技術です。そのような技術に関する最近の研
究を知ることができます。

実習、研究に必要な調査は授業時間外に行ってもらいます。

毎回のレポート（40％）と期末のレポート（60％）で行いま
す。

週 テーマ 学習内容など

1
集合知 集合知とは何かを学ぶ。

2
協調フィルタリング 協調フィルタリングについて学び、推薦の方法を理解する。

3
ＣＧＭマイニング ＣＧＭマイニングとは何かを理解する。

4
教師あり学習と教師なし
学習

教師あり学習と教師なし学習の具体的な手法を学ぶ。

5
クラスタリング 階層的クラスタリングについて学ぶ。

6
検索エンジン 検索エンジンの概要を学ぶ。

7
検索エンジンの仕組み 検索エンジンが採用するアルゴリズムについて学ぶ。

8
最適化１ グループ旅行のプランニングを通して最適化の手法を学ぶ。

9
最適化２ ソーシャルネットワークを使って最適化の手法を学ぶ。

10
ドキュメントフィルタリ
ング

スパムメールのフィルタリングを学ぶ。

11
決定木 決定木の基礎を学ぶ。

12
決定木を使ったモデリン
グ

具体例を決定木を使ってモデリングする。

13
価格予測モデル 価格予測のアルゴリズムを学ぶ。

14
高度な分類手法 線形分類器とカーネルメソッド

15
授業のまとめ 情報収集、分析手法について考える。
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《３群（情報・数理系科目）》

《授業の概要》 《テキスト》

《参考図書》

《授業の到達目標》

《授業時間外学習》

《成績評価の方法》

《備考》

《授業計画》

科目名 　情報処理研究Ｂ

担当者氏名 　高野　敦子

授業方法 講義 単位・必選 2・選択 開講年次・開講期 1年・Ⅱ期

ヒューマンインタフェースの概念およびユーザインタフェー
ス設計技法について学びます。 社会の情報化に伴って生じて
いる様々な問題点を解決するためのひとつの手掛かりは、Ｉ
Ｔのあり方を人間の側から見直すことです。この授業はその
ための基礎となる考え方を学びます。

特に用いません。

適宜紹介します。

誰でも容易に使える家電製品、操作しやすく疲れない情報機
器など、将来の装置やシステムの設計における基本的な考え
方を理解し、具体的な設計方法について議論できる力をつけ
ることを目標とします。

実習、研究に必要な調査は授業時間外に行ってもらいます。

毎回のレポート（40％）と期末のレポート（60％）で行いま
す。

週 テーマ 学習内容など

1
ヒューマンインタフェー
スの概要

ヒューマンインタフェースの概念と歴史について学ぶ。

2
コンピュータとヒューマ
ンインタフェース

ＧＵＩの登場によるユーザインターフェースの変化

3
人間の情報処理モデル 人間の感覚や行動のモデル化を知る。

4
ヒューマンエラー ヒューマンエラーの種類と原因、さらに予防的対策について学ぶ。

5
人間サイドからの設計 メンタルモデルについて学ぶ。

6
情報の入力方法 情報機器の様々な入力方法の概念を学ぶ。

7
情報の出力方法 検索エンジンが採用するアルゴリズムについて学ぶ。

8
インタラクション インタラクションの設計方法について学ぶ。

9
ユーザのアシスト わかりやすいヘルプやマニュアルの考え方を学ぶ。

10
ユーザビリティ評価 ユーザビリティの評価方法について学ぶ。

11
インタラクションの拡張 オーグメンテッドリアリティについて学ぶ。

12
モバイルヒューマンイン
タフェース

モバイル情報機器のインタフェースについて学ぶ。

13
コミュニケーション支援 ソーシャルインタフェースについて学ぶ。

14
ユニバーサルデザイン ユニバーサルデザインの設計方法について学ぶ。

15
ヒューマンインタフェー
スの新しい動き

実世界指向インタフェース
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《３群（情報・数理系科目）》

《授業の概要》 《テキスト》

《参考図書》

《授業の到達目標》

《授業時間外学習》

《成績評価の方法》

《備考》

《授業計画》

科目名 　情報伝達研究Ａ

担当者氏名 　榎木　浩

授業方法 講義 単位・必選 2・選択 開講年次・開講期 1年・Ⅰ期

 情報伝達とは発信源で生じた情報を、そのまま、または加工
して目的とする場所（時代）に正確に伝えるシステムの総称
である。往々にして情報伝達は、情報通信と混同されがちで
あるが、情報通信をこのなかに含むことこそすれ、それにも
増してもっと広い意味を有する言葉である。本研究では、代
表的な発信源、伝達方式、および受信技術を一連の情報伝達
と捕らえ、これを学習する。

適宜、プリント等を配布する。

参考文献は輪読を進めながら紹介する。

・「情報とは何か」について情報と情報量が説明できる。
・アナログ/デジタル伝送方式や受信方式が説明できる。
・電話音声、画像および光信号は情報源としてどのように表
されるか説明できる。

文献に対する課題を実施すること。

平常の報告内容(50%)と最終レポート(50%)

週 テーマ 学習内容など

1
オリエンテーション オリエンテーション、情報伝達の説明

2
文献輪講 文献(1)の輪読

3
文献輪講 文献(1)の課題報告

4
文献輪講 文献(2)の輪読

5
文献輪講 文献(2)の課題報告

6
文献輪講 文献(3)の輪読

7
文献輪講 文献(3)の課題報告

8
文献輪講 文献(4)の輪読

9
文献輪講 文献(4)の課題報告

10
文献輪講 文献(5)の輪読

11
文献輪講 文献(5)の課題報告

12
文献輪講 文献(6)の輪読

13
文献輪講 文献(6)の課題報告

14
報告 最終レポートの報告と質疑応答

15
報告 最終レポートの報告と質疑応答
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《３群（情報・数理系科目）》

《授業の概要》 《テキスト》

《参考図書》

《授業の到達目標》

《授業時間外学習》

《成績評価の方法》

《備考》

《授業計画》

科目名 　情報伝達研究Ｂ

担当者氏名 　榎木　浩

授業方法 講義 単位・必選 2・選択 開講年次・開講期 1年・Ⅱ期

情報伝達とは（自分の）意志を相手に正確に伝える事柄を指
す。意志を伝えるのは情報分野だけでなく、経済・金融・産
業界など全ての分野で稟議(りんぎ)と云う形で上達するのが
普通である。本講義では情報システムの手法を中心に、情報
の上達（伝達）手法を学習する。

適宜、プリント等を配布する。

参考文献は輪読を進めながら紹介する。

・情報の上達手法が説明できる。
・情報伝達の認知学、心理学、社会学との関わりが説明でき
る。

文献に対する課題を実施すること。

平常の報告内容(50%)と最終レポート(50%)

週 テーマ 学習内容など

1
オリエンテーション オリエンテーション、情報伝達の説明

2
文献輪講 文献(1)の輪読

3
文献輪講 文献(1)の課題報告

4
文献輪講 文献(2)の輪読

5
文献輪講 文献(2)の課題報告

6
文献輪講 文献(3)の輪読

7
文献輪講 文献(3)の課題報告

8
文献輪講 文献(4)の輪読

9
文献輪講 文献(4)の課題報告

10
文献輪講 文献(5)の輪読

11
文献輪講 文献(5)の課題報告

12
文献輪講 文献(6)の輪読

13
文献輪講 文献(6)の課題報告

14
報告 最終レポートの報告と質疑応答

15
報告 最終レポートの報告と質疑応答
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《３群（情報・数理系科目）》

《授業の概要》 《テキスト》

《参考図書》

《授業の到達目標》

《授業時間外学習》

《成績評価の方法》

《備考》

《授業計画》

科目名 　コンピュータグラフィックス研究Ａ

担当者氏名 　田中　正彦

授業方法 講義 単位・必選 2・選択 開講年次・開講期 1年・Ⅰ期

オープンソースの３次元ＣＧ処理系を用いて，３次元ＣＧに
おけるデータ表現とユーザインタフェースについて研究す
る。

なし

授業中に適宜紹介する。

３次元ＣＧの機能と、それを実現するための技術、データ構
造、ユーザインタフェースについて理解する。

作品制作を行いながら、コンピュータ内でどのような処理がな
されているのか考えること。

研究内容、作品、レポート

自らが積極的に課題意識をもって取り組むこと。

週 テーマ 学習内容など

1
利用ソフトの概要 ３次元ＣＧ処理系とは

2
モデリング モデリングの機能とその種類について

3
レンダリング レンダリングの機能とその種類について

4
アニメーション アニメーションの機能とその種類について

5
モデリングとデータ構造
(1)

基本形状とそのデータ構造

6
モデリングとデータ構造
(2)

メッシュ形状とそのデータ構造

7
モデリングとデータ構造
(3)

カメラ、ライトなどのデータ構造

8
モデリングとデータ構造
(4)

シーン全体のデータ構造

9
ユーザインターフェース
(1)

形状配置のユーザインターフェース

10
ユーザインターフェース
(2)

形状作成のユーザインターフェース

11
ユーザインターフェース
(3)

形状編集のユーザインターフェース

12
ユーザインターフェース
(4)

レンダリングのユーザインターフェース

13
ユーザインターフェース
(5)

アニメーションのユーザインターフェース

14
ユーザインターフェース
(6)

使いやすさについて考える

15
ユーザインターフェース
(7)

データ構造とユーザインターフェースの関係について考える
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《３群（情報・数理系科目）》

《授業の概要》 《テキスト》

《参考図書》

《授業の到達目標》

《授業時間外学習》

《成績評価の方法》

《備考》

《授業計画》

科目名 　コンピュータグラフィックス研究Ｂ

担当者氏名 　田中　正彦

授業方法 講義 単位・必選 2・選択 開講年次・開講期 1年・Ⅱ期

オープンソースの３次元ＣＧの処理系を用いて，スクリプト
による形状作成について研究する。

なし

授業中に適宜紹介する。

３次元ＣＧにおける形状のデータ表現と、スクリプトによる
生成方法について理解する。

作品制作を行いながら、コンピュータ内でどのような処理がな
されているのか考えること。

研究内容、作品、レポート

自らが積極的に課題意識をもって取り組むこと。

週 テーマ 学習内容など

1
利用ソフトの概要 ３次元ＣＧ処理系とは

2
モデリング モデリングの機能とデータ構造

3
レンダリング レンダリングの機能とデータ構造

4
アニメーション アニメーションの機能とデータ構造

5
基本形状 基本形状とそのデータ構造

6
メッシュ形状(1) メッシュ形状とそのデータ構造

7
メッシュ形状(2) メッシュ形状の編集

8
スクリプト(1) スクリプト言語について

9
スクリプト(2) 特定の形状を生成するスクリプト

10
スクリプト(3) いくつかの形状を生成するスクリプト

11
スクリプト(4) 形状を変形するスクリプト

12
スクリプト(5) 形状を分解するスクリプト

13
スクリプト(6) 形状を合成するスクリプト

14
スクリプト(7) スクリプトとユーザインターフェース

15
スクリプト(8) 役に立つスクリプト
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《３群（情報・数理系科目）》

《授業の概要》 《テキスト》

《参考図書》

《授業の到達目標》

《授業時間外学習》

《成績評価の方法》

《備考》

《授業計画》

科目名 　情報通信研究Ａ

担当者氏名 　堀池　聡

授業方法 講義 単位・必選 2・選択 開講年次・開講期 1年・Ⅰ期

コンピュータシステムの研究において、ネットワーク通信に
間する深い知識は欠かせません。広範な技術から成り立つ
ネットワーク通信技術を、プロトコル階層に基づいて詳細を
学び、その内容を整理します。情報通信研究Aでは物理層から
ネットワーク層までの下位層を対象とします。

『Computer Networks (International Students Edition)』、
Tanenbaum著、(Prentice Hall社)

適宜紹介します。

通信プロトコルの下位層についての技術論文を理解できるレ
ベルを目標とします。

テキストの予習と復習を徹底的に行って下さい。

毎回の授業での発表(30%)と提出課題への対応(70%)により総
合的に判断します。

情報ネットワークプロトコルの各階層に関する基本知識を保有
していることを前提とします。

週 テーマ 学習内容など

1
講義概要紹介 本講義の狙い、受講上の注意点、成績評価の方法

情報通信の概要

2
序論(1) コンピュータネットワークの利用、ネットワークハードウェア、ネットワークソフト

ウェア

3
序論(2) 参照モデル、ネットワーク例、ネットワーク標準化

4
物理層(1) データ通信の基礎理論、通信メディア

5
物理層(2) 無線通信、通信衛星

6
物理層(3) 電話交換網

7
物理層(4) 携帯電話システム、ケーブルテレビ

8
データリンク層(1) データリンク層における設計上の問題、エラー検出とエラー訂正

9
データリンク層(2) 基礎的なデータリンクプロトコル、スライディングウィンドウプロトコル

10
データリンク層(3) 多重アクセスプロトコル

11
データリンク層(4) イーサネットケーブル

12
ネットワーク層(1) ネットワーク層における設計上の問題

13
ネットワーク層(2) ルーティングアルゴリズム

14
ネットワーク層(3) ルーティングアルゴリズム

15
ネットワーク層(4) インターネットでのネットワーク層
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《３群（情報・数理系科目）》

《授業の概要》 《テキスト》

《参考図書》

《授業の到達目標》

《授業時間外学習》

《成績評価の方法》

《備考》

《授業計画》

科目名 　情報通信研究Ｂ

担当者氏名 　堀池　聡

授業方法 講義 単位・必選 2・選択 開講年次・開講期 1年・Ⅱ期

コンピュータシステムの研究において、ネットワーク通信に
間する深い知識は欠かせません。広範な技術から成り立つ
ネットワーク通信技術を、プロトコル階層に基づいて詳細を
学び、その内容を整理します。情報通信研究Bではトランス
ポート層、アプリケーション層、ネットワークセキュリティ
を対象とします。

『Computer Networks (International Students Edition)』、
Tanenbaum著、(Prentice Hall社)

適宜紹介します。

通信プロトコルの上位層についての技術論文を理解できるレ
ベルを目標とします。

テキストの予習と復習を徹底的に行って下さい。

毎回の授業での発表(30%)と提出課題への対応(70%)により総
合的に判断します。

情報ネットワークプロトコルの各階層に関する基本知識の保有
を前提とします。

週 テーマ 学習内容など

1
講義概要紹介 本講義の狙い、受講上の注意点、成績評価の方法

情報通信の概要

2
トランスポート層(1) トランスポートサービスとは、トランスポートプロトコルの技術項目

3
トランスポート層(2) 簡単なトランスポートプロトコル

4
トランスポート層(3) インターネットにおけるトランスポートプロトコル：UDP

5
トランスポート層(4) インターネットにおけるトランスポートプロトコル：TCP

6
アプリケーション層(1) インターネットにおけるドメイン名

7
アプリケーション層(2) 電子メール

8
アプリケーション層(3) World Wide Web

9
アプリケーション層(4) マルチメディア技術

10
ネットワークセキュリ
ティ(1)

暗号技術の基礎

11
ネットワークセキュリ
ティ(2)

対称鍵アルゴリズム

12
ネットワークセキュリ
ティ(3)

公開鍵アルゴリズム

13
ネットワークセキュリ
ティ(4)

ディジタル署名

14
ネットワークセキュリ
ティ(5)

通信回線のセキュリティ

15
ネットワークセキュリ
ティ(6)

認証プロトコル
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《３群（情報・数理系科目）》

《授業の概要》 《テキスト》

《参考図書》

《授業の到達目標》

《授業時間外学習》

《成績評価の方法》

《備考》

《授業計画》

科目名 　情報教育研究Ａ

担当者氏名 　森下　博

授業方法 講義 単位・必選 2・選択 開講年次・開講期 1年・Ⅰ期

　本講義では、インストラクショナルデザインによるシステ
ム的アプローチを用いて情報教育方法の確立を目標にかかげ
る。具体的には、高等学校学習指導要領に基づく共通教科情
報科の科目内容を土台にし、効果的な展開方法について検討
する。分析、設計、開発、実施、評価というIDプロセスの理
論と実践を通して、eラーニング等を手段とした学習スタイル
の効果的な教材が自作できるようになることを目指す。

適宜、プリントを配布します。

文部科学省:「高等学校学習指導要領解説 情報編」, 開隆堂
適宜、参考書を紹介していきます。

○情報教育のための教材テーマを自ら設定し、デザインする
ことができる。
○情報教育のための教材制作に、IDプロセスを用いることが
できる。
○情報教育のための教材を創り上げて、提示することができ
る。

　授業内で終えることのできなかった課題については、次回ま
でに学習を済ませておいて下さい。そして、より理解を深める
ため、またさらなる発展のための自主的な学習の取り組みに期
待します。

課題進捗状況の報告40%
課題提出とその成果60%

　講義内容に関する質問は、授業時あるいはオフィスアワー等
で受け付けます。

週 テーマ 学習内容など

1
講義の概要の説明 講義計画を説明するとともに、情報教育方法の概要と展開について提示をおこなう。

2
IDプロセスとは ID(インストラクショナルデザイン)のプロセスに関する各モデルの解説をおこなう。

3
教材デザイン 分析(1) 教材を制作する上で、学習の目的や環境そして学習の内容について分析をおこなう。

4
教材デザイン 分析(2) 分析した結果をまとめ、現状把握と問題解決を目指した教材企画の提案をおこなう。

5
教材デザイン 設計(1) 教材を設計するにあたり、学習内容を定め、学習順序やスタイルの決定をおこなう。

6
教材デザイン 設計(2) 動機付けに関するモデルを取り上げ、教材の中に反映できるような設計をおこなう。

7
教材デザイン 開発(1) 設計したものをもとに、コンテンツの一部についてプロトタイプの制作をおこなう。

8
教材デザイン 開発(2) プロトタイプの制作を経て、動画や静止画などを組み込んだ教材の開発をおこなう。

9
教材デザイン 実施(1) 実際の学習者を想定し、出来上がった自作教材の提示および学習の実施をおこなう。

10
教材デザイン 実施(2) 教材の提示を通して、学習者の目標到達度や困難と感じられる点の把握をおこなう。

11
教材デザイン 評価(1) 学習者に対する形成的評価と総括的評価をもとに、教材デザインの改善をおこなう。

12
教材デザイン 評価(2) 授業に対する形成的評価と総括的評価をもとに、教材および展開の改善をおこなう。

13
教材コンテンツの提示 これまでのIDプロセスを経て出来上がった教材コンテンツについて提出をおこなう。

14
教材コンテンツの検討 教材コンテンツを確認し、検討とともに各フェーズへのフィードバックをおこなう。

15
情報教育研究の総括 教材デザインおよびコンテンツの制作を振り返り、情報教育研究の総括をおこなう。
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《３群（情報・数理系科目）》

《授業の概要》 《テキスト》

《参考図書》

《授業の到達目標》

《授業時間外学習》

《成績評価の方法》

《備考》

《授業計画》

科目名 　情報教育研究Ｂ

担当者氏名 　森下　博

授業方法 講義 単位・必選 2・選択 開講年次・開講期 1年・Ⅱ期

　本講義では、インストラクショナルデザインによるシステ
ム的アプローチを用いて情報教育方法の確立を目標にかかげ
る。具体的には、高等学校学習指導要領に基づく専門教科情
報科の科目内容を土台にし、効果的な展開方法について検討
する。分析、設計、開発、実施、評価というIDプロセスの理
論と実践を通して、ブレンディッドラーニングとよばれる展
開シナリオが自作できるようになることを目指す。

適宜、プリントを配布します。

文部科学省:「高等学校学習指導要領解説 情報編」, 開隆堂
適宜、参考書を紹介していきます。

○情報教育のための教材テーマを自ら設定し、シナリオを制
作することができる。
○情報教育のための展開シナリオの制作にIDプロセスを用い
ることができる。
○情報教育の授業展開にブレンディッドラーニングを実施す
ることができる。

　授業内で終えることのできなかった課題については、次回ま
でに学習を済ませておいて下さい。そして、より理解を深める
ため、またさらなる発展のための自主的な学習の取り組みに期
待します。

課題進捗状況の報告40%
課題提出とその成果60%

　講義内容に関する質問は、授業時あるいはオフィスアワー等
で受け付けます。

週 テーマ 学習内容など

1
講義の概要の説明 講義計画を説明するとともに、情報教育方法の概要と展開について提示をおこなう。

2
ブレンド型授業の展開 対面授業とeラーニングを合わせた、ブレンディッドラーニングの解説をおこなう。

3
展開シナリオ 分析(1) 展開シナリオを制作するにあたり、学習の目標を明確にするための分析をおこなう。

4
展開シナリオ 分析(2) 到達したい最終の学習目標に必要となる小学習目標を定めるための分析をおこなう。

5
展開シナリオ 設計(1) 学習目標の詳細化、構造化、系列化をもとに授業の展開スタイルの設計をおこなう。

6
展開シナリオ 設計(2) 学習の動機付けとしてのARCSモデルを取り上げ、展開シナリオへの反映をおこなう。

7
展開シナリオ 開発(1) 設計を経て、コンテンツと展開シナリオについてのプロトタイプの制作をおこなう。

8
展開シナリオ 開発(2) 開発にあたり、オーサリングソフトの活用とその有用性についての解説をおこなう。

9
展開シナリオ 実施(1) ブレンド型授業の参考とするため、教育現場の実施事例についての解説をおこなう。

10
展開シナリオ 実施(2) 実際の学習者を想定し、出来上がった展開シナリオの提示と授業の実施をおこなう。

11
展開シナリオ 評価(1) 学習者に対する形成的評価と総括的評価をもとに、展開シナリオの改善をおこなう。

12
展開シナリオ 評価(2) 授業に対する形成的評価と総括的評価をもとに、教材と進行具合の改善をおこなう。

13
展開コンテンツの提示 これまでのIDプロセスを経て出来上がった展開コンテンツについて提出をおこなう。

14
展開コンテンツの検討 展開コンテンツを確認し、検討とともに各フェーズへのフィードバックをおこなう。

15
情報教育研究の総括 教材および展開コンテンツとシナリオを振り返り、情報教育研究の総括をおこなう。
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